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　昨年度はビデオ、パンフレット等の
作成など設備業界のアピールのための
ツールを準備、作成いたしました。未来
ビジョン委員会活動、兵庫県建設業育
成魅力アップ協議会の一貫として若年
者の入職促進、人材育成事業など多方
面に亘って、取り組んで参りました。加
えて、協会の円滑な運営や行政との意
見交換の理解を得るための一つとして
正会員、賛助会員の増強に力を注いで
参りました。それらの結果の一つとし

て、会員企業の若年者表彰制度の創設や厚生労働省建設労働者
緊急育成支援事業、空調衛生基礎コースに参加するなどの活動を
精力的に進めて参っております。昨年度事業報告決算、今年度事
業計画予算につきましては、それぞれの副会長、専務理事から報
告説明し、ご審議いただきますので、よろしくお願いいたします。
　特にご報告申し上げたいことは、長年協会の事業運営にあたり、
事業費の不足から財政安定化基金として確保しておりました基金
から充当するという、謂わば毎年赤字の決算報告でございました
が、平成29年度決算におきましては予算特別委員会の設置により
予算計画の検討や経費面の縮減に努め、また、各方面からの補助
金をいただきながらではございますが、黒字決算とすることができ
ました。これはかなり画期的なことだと思っております。引き続き財
政の健全化を堅持しながら設備業の進歩、業界の活性化、人材の
確保、雇用環境の改善、地域社会への貢献といったテーマに向け

幅広く協力し協会運営にあたりたいと存じます。
　また、ご報告でございますが、この二年間ご勤務いただきました
牟禮専務理事が一身上のご都合で退職されることとなりました。
新しい専務理事の改選に係るご承認をお願いする人事案件もご
ざいます。併せてよろしくお願いしたいと思います。
　なお、総会の協議の後、例年通り井戸知事をはじめ、行政関係
者、友好関係団体各位をお迎えして、懇親会を予定しております。
併せてご参加くださいますようお願い申し上げます。本日の円滑な
進行をお願いして、通常総会の冒頭の挨拶に代えさせていただき
ます。
　本日は、ご出席ありがとうございます。そして、よろしくお願いし
ます。
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■ 日 時 ： 平成30年5月30日（水）午後3時30分～
■ 場 所 ： ホテルクラウンパレス神戸5階
■ 総会出席者 47社   委任状提出者 24社 合計71名

No.014
2018年8月
No.014
2018年8月

第43回 通常総会第43回 通常総会
総会では、平成29年度事業報告・決算報告、平成30年度事業計画・
収支予算書及び人事案件が議案どおり可決承認されました。

■ 会長総会挨拶

活動報告活動報告

■ 日 時 ： 平成30年3月22日（木）、平成30年7月31日（火）兵庫県幹部と兵庫県電業協会・当協会との意見交換の実施
廣田局長以下兵庫県幹部と小山会長・山口会長以下電業協会・当協会が、若者の担い手確保対策、技術・社会貢献評価や県設備工事
の発注等など課題について意見交換した。

■ 日 時 ： 平成30年４月20日（金）ハローワーク神戸主催「設備のお仕事はじめてガイダンス」参加
山口会長・会員１社と事務局がハローワーク神戸からの要請で、来場した求職者に業界への入職を協会作成のDVDやパンフレットを使っ
て呼びかけた。求職者から「業界での高齢者の入職状況」の質問があった。（参加者11名）

■ 日 時 ： 平成30年５月16日（水）「定時制・通信制高校との意見交換会」参加
山口会長・髙井委員長・会員２社と事務局が電業協会と共に青雲高校を訪れ、神戸市内の定時制・通信制高校７校の進路指導担当教諭
と求人・就職希望状況や現場見学会等の情報交換を行った。

　昨年の空調・衛生基礎コースに続き、今年当協会では三田
建設技能研修センターでの「はじめての建築設備コース」を
支援致しました。
　設備工事・更新・メンテナンスのみならず災害の復旧作業な
ど建設業界の技能の継承・向上は懸案事項であるだけでなく
急務と言えます。
　ゆう和号外で詳しく取り上げましたので、ぜひ見ていただくと
ともに、今後とも皆様のご指導ご協力をよろしくお願い致します。

　　　　　　　広報委員  三枝  玄太（㈱三枝設備工業所）

編集後記

■ 日 時 ： 平成30年3月22日（木）、平成30年6月28日（木）兵庫県建設業育成魅力アップ協議会に参画
兵庫県が設置する兵庫県建設業魅力アップ協議会に山口会長が委員として参画し、人材確保や処遇改善、インターンシップの取組等に
ついて情報交換を行った。６月28日には、「三田建設技能研修センターでの『はじめての建設設備コース』前半(６月６日～19日)に協会が
講師派遣等を支援し手応えがあった。研修生が業界に就職できるよう引続き連携する。」と本年度事業の進捗を報告した。

山口　敬三　会長

協会事務局 ご紹介
専務理事 北角象二　事務員 魚住恵美

　本日の総会懇親会への多くの会員の皆様のご出席
と、総会での理事選任に厚くお礼申し上げます。微力な
がら全力を投じますので、宜しくお願い致します。
　諸先輩が築かれた堅実な会計方針を維持しつつ、
財源を有効に活用し、協会の多くの人材と共に知恵と
汗を絞り、周年記念事業等での情報発信や女性、
高齢者など多様な人材確保を進め、協会と会員企業
の未来に繋げたいと思います。
　寄り易い協会事務局を魚住職員と目指しますので気
軽にお声がけ下さい。

進化！ 深化！ 真価！

（本誌中面参照）｢第2回空調・衛生基礎コース：はじめての建築設備コース｣の開催

三田建設技能研修センターにて、昨年度に続き第2回目の開催となる｢はじめての建築設備コース｣を支援しました。参加者は14名。
■日時：平成30年6月6日（水）～19日（火）7日間

A i r - C o n d i t i o n i n g  &  P l u m b i n g  C o n t r a c t o r s  A s s o c i a t i o n  o f  H y o g o

｢平成30年度1級管工事施工管理技術検定学科試験の実力テスト｣の実施
技術者・技能者の公的資格取得を支援する講習会の一環として、平成30年度１級管工事施工
管理技術検定学科試験の受験前講習として、兵庫県民会館において、模擬試験としての
「実力テスト」を実施した。参加者は15名であった。

■ 日 時 ： 平成30年7月22日（日）

ポリテクセンター加古川主催「受講者募集説明会」参加
ポリテクセンター加古川で実施された説明会で、事務局が来場した求職者に業界の特色や
強みを協会作成のパンフレットを使って説明した。（参加者17名）

■ 日 時 ： 平成30年６月22日（金）、７月２日（月）
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井戸兵庫県知事、荒木副知事等の来賓、顧問である藤田議員、
野口議員、末松参議院議員秘書のほか、多数の会員・賛助会員
が参加され、盛大に懇親会が開催されました。
当日頂戴しましたご祝辞の概要は、それぞれ次のとおりです。

野口　裕　兵庫県議会議員　公明党・県民会議議員団団長
■ 顧問祝辞
　  藤田　孝夫　兵庫県議会議員

第43回 通常総会  懇親会第43回 通常総会  懇親会

■ 知事祝辞
　 井戸　敏三　兵庫県知事

■ 若年優秀者表彰状贈呈（懇親会）

■ 感謝状贈呈（総会）

■ 新入会員紹介（懇親会）

テラマエ設備工業株式会社
祖田　正厳　氏

株式会社但馬近畿工業
北村　慎二　氏

播磨環境管理センター
株式会社

青柳　淳　様

　爽やかな雰囲気で総会が盛大に開催

され、心からお喜びを申し上げます。

　日頃は、空調衛生に限らず建設業その

ものの人材育成のため、三田建設技能研

修センターを活用、昨年はビデオを作っ

ていただいて広く就業活動に充てていた

だくなど、兵庫県の建設業を支える人材

育成にもご尽力賜り、心からお礼を申し

上げたいと思います。

　さて、私は議会運営委員会の委員長を務めていますが、本議会

の最終日に、行財政構造改革の検討委員会を作ることを決定しま

した。平成20年から実施して11年が経ち、この間、さまざまなご協

力を賜ったのですが、今年の兵庫県の投資事業総額は1,770億円

でございます。収支均衡が見込まれていよいよ次の検討委員会で

は、地域創生の中でつくる、使うの限界を見極めて経常的に計画的

に整備推進、維持管理をしなければいけないのか、ということも

テーマとなるかと思います。今後とも業界の皆さんと意見交換をし

ながら、次の方向性を見定めなければならないと思っているところ

です。どうぞ変わらぬご協力をお願いします。

　日頃から県政全般にさまざまな分野でご協力いただいている当

協会ではありますが、益々のご発展と、ご参会の皆様が社業の発展

と県民生活をリンクしながら発展することを願いながらご挨拶とさ

せていただきます。おめでとうございます。

　先ほどお話がありましたように県政

150周年を迎えるにあたり、2020年、

2030年を展望して兵庫の未来の姿を示

そうと知事をはじめみんなで努力を重ね

ています。その中で、第四次産業革命、IoT、

ロボットなどがかなり社会に定着していく

時代になるのではないかということも語ら

れています。サラリーマン川柳の中に、

｢ノーメイク  会社入れぬ  顔認証｣というものがありましたが、こういっ

た時代も見据えながら皆さん方の業界がしっかりと2030年に着地で

きるような流れを作っていこうという構想も議論されています。

　先日、『ウィンストン･チャーチル/ヒトラーから世界を救った男』と

いう映画を見ました。第二次世界大戦でヨーロッパ中がヒトラーに

席捲される中で、イギリスも海を渡れば空襲を受け、ヒトラーの世界

になってしまうというぎりぎりの状態の中で、チャーチルは保守党の

首相に代わって自分の出番だと登場します。ノーベル文学賞を取っ

たチャーチルは、｢人が武器を持って戦った。私は言論を持って戦

う｣と言うのです。また、チャーチルが議会で演説を打った有名な言

葉に、｢戦い続ければ必ず勝てる｣というものもあります。イギリスと

いう誇り高い国がヒトラーを降伏させるという感動的な映画でした。

　今、世界中が生き残りをかけた戦争で、さまざまな業界において

も、鎬を削りながら次の時代にも自分たちの仕事が若い人を中心に

発展していく流れを作ろうと努力されています。

　私たち兵庫県議会議員という立場からも、皆さん方の人材不足に

対する就業支援、あるいはインターンシップへの支援など、しっかり

と次の時代につなげていける、そういう兵庫を皆様方と一緒に築い

ていきたいという決意でございます。

　本日お集まりの皆様方の益々のご健勝とご多幸、また、社業の発

展、協会の益々のご繁栄をお祈り申し上げまして、お祝いのご挨拶

に代えさせていただきます。本日は誠におめでとうございました。

　通常総会を無事に終えられ

ました。まず、お喜びを申しあげ

ます。

　言うまでもなく、新しい建物

を整備することは重要な課題で

すが、これからは、メンテンス、

リニューアルをどうしていくか、

長持ちさせるための事業が非

常に重要になりつつあります。

　例えば、下水道でいえば、

下水管をどう長寿命化させるかということが非常に大きな課題に

なっております。長寿命化させるというものの、取り替えていくことも

下水道の寿命を延ばすことにつながります。ですから、そのものの

寿命を延ばすのはもちろんですが、交替させることで寿命を延ばす

ことも必要になります。

　建物のことを考えますと、コンクリートは100年大丈夫といいます

が、持たないのは空調などの設備です。ところが、今まではコンク

リートと同じような強度がある、寿命があるということで、埋め込み

式が多かったのです。そのため、改良しようとすると建物ごと取り替

えようとなっていました。今は、寿命の差を意識して設計されるよう

になってきています。そのため、空調衛生工業協会のメンバーの

皆さんの仕事は、これからますます増えていくのではないかと期待

しております。

　高等学校のトイレの洋式化を10年計画で予定しておりました

が、5年計画に前倒ししました。現在、2年が経過しておりますので、

あと数年で洋式化を全て終えます。その次は、小中学校の番です。

みんなにとって大事な生活の質をどう上げていくかが、皆さんの

業界の大きな役割でもありますので、大いに期待しております。

　最近では、中国の普通のホテルもほとんど温水洗浄便座が採用

されています。インバウンドで中国のお客様が急速に増えておりま

すが、そういう人たちが日本に来て、日本の生活を一部体験し、それ

を自分のところに持ち帰るという動きが非常に増えてきているので

はないでしょうか。一度、高い生活水準を体験することも効果がある

のかもしれません。そう考えると、空調衛生工業協会のメンバーが

中国へも行かなければいけないことにもなるかもしれません。非常

に広がりを持つ仕事だと考えています。私たちは、そういう意味で、

業界の進展を後押しさせていただければと思う次第です。

　｢青空と  音の調べに  衛られて  生物工業  協和し会す｣

　空調衛生工業協会の皆様が切磋琢磨しながら、長寿命化に対し

て大きく貢献していただけることを心からご期待申しあげて、お祝

いの言葉に代えさせていただきます。

株式会社 光洋機器
スズキ建設工業 株式会社
株式会社 清水設備
片岡工業 株式会社

株式会社 成友
有限会社 マグマ冷熱工業
コウベエンジニアサービス 株式会社
日冷工業 株式会社

・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・
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平成30年6月6日（水）～19日（火）7日間

三田建設技能研修センターにて
はじめての建築設備コース

午 前

【本館】
開講式
スケジュール
説明

安全教育

【関西日立
関西技術研修所】
エアコンの仕組み
（9：30～12：00）

【兵庫県民会館】
設備工事とは
工事の種類
（9：00～10：30）
【災害対策センター】
現場見学
（10：45～12：00）

【ノーリツ明石工場
総合技術センター】
管材、継手の説明
排水設備
消防設備

【本館】
図面の見方
はじめての
JWCAD
（9:00~11:30）

【実習棟】
鉄管の切断
鉄管のネジ切り
塩ビ融着工法
（9:00~12:30）

【県営御着高層
住宅】
現場見学
（10：30～11：30）

衛生設備工事

午 後

【関西日立
関西技術研修所】
エアコンの種類
冷凍サイクル
（13：00～15：30）

【クリスタルタワー
TOTO会議室】
便器・洗面器・水
栓金具の仕組み
と種類
【ハウジング・デザイ
ン・センターTOTO
ショールーム】

【ノーリツ明石工場
総合技術センター】
給湯器でお湯を
つくる仕組み最新
の給湯器
ノーリツ

【実習棟】
給水、給湯管の
切断と接合
（12：30～16：30）

【本館】
県営住宅平面図
CAD  図面作成
（13:30~16:30）

【三木総合防災公
園内テニス場】　
現場見学
（13：30～14：30）

空気調和設備
工事

佐竹（関西日立）
伊藤（関西日立）

藤井（藤井設備工業）
佐藤（イトーヨーギョー）

齊藤（齊藤設備工業）
井戸（池水工業）

山中（ハリマ設備工業）
米井（黒崎水道建設）

丸山（モンノ）
安田（住田建設）

林野（田染設備工業）
米井（黒崎水道建設）

齋藤（TOTO）
樋口（TOTO）

村井（ノーリツ） 齊藤（齊藤設備工業）
米井（黒崎水道建設）
丸山（モンノ）

山中（ハリマ設備工業）
米井（黒崎水道建設）

山中（原田工業所）
本庄（伊丹産業設備）

日　程

曜　日

6

水

7

木

14

木

15

金

16

土

18

月

19

火

佐藤（イトーヨーギョー）
佐竹（関西日立）

START

講 師

講 師

開講式

溶接作業

設備工事とは 災害対策センター見学 便器の仕組み

最新の給湯器 給湯器の仕組み 管材・継手説明

はじめてのJWCAD 給水・給湯管の切断と接合CAD図面読込み

CAD図面作成 塩ビ融着工法 鉄管の切断

御着高層住宅見学 三木総合防災公園内テニス場見学　 合同就職面接会 閉講式

エアコンの仕組み 冷凍サイクル

安全教育

6/14　災害対策センターにて

建設労働者緊急育成支援事業として昨年度から始まった三田建設技能研修センターでの「空調・衛生基礎コース」も二年目を迎え、新し
いカリキュラムを取り入れ、「はじめての建築設備コース」として開催されました。未来ビジョン委員会の方を中心に、講師を担当。昨年度
の参加者は6名でしたが、本年度の参加者は14名となりました。協会内外の多くの方々にご協力いただき、7日間の研修を終えました。

GOAL
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教
科
書
等
で
は
ピ
ン
と
来
な
か
っ
た
が
実
習
等

を
経
験
し
、普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水
道
や

ガ
ス
、空
調
も
全
て
配
管
設
備
が
施
さ
れ
て
い
る

と
思
う
と
、毎
日
の
生
活
や
街
の
景
色
も
見
方
が

変
わ
っ
た
。

　

誇
り
を
持
って
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
講
師
の
方

々
に
憧
れ
、自
分
自
身
も
こ
の
業
界
で
活
躍
し
た

い
と
よ
り
強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。初
め
て
実

習
を
経
験
し
た
時
の
ワ
ク
ワ
ク
感
を
忘
れ
ず
、設

備
の
業
界
で
活
躍
で
き
る
日
を
夢
見
て
前
向
き

に
頑
張
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

大
海　

美
咲
さ
ん

　

自
宅
で
利
用
し
て
い
る
お
湯
が
ど
の
よ
う

に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
、
給
湯
器
の
構
造
や
運
転
状
況
を
見

て
、
触
れ
て
受
講
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
物

を
見
な
が
ら
の
受
講
で
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

安
全
・
快
適
で
エ
コ
な
暮
ら
し
を
実
現
す

る
た
め
に
、
空
調
・
衛
生
の
仕
事
は
非
常
に

大
き
な
価
値
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
私
た
ち
の
業
界
で
が
ん
ば
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

株
式
会
社
ノ
ー
リ
ツ 

兵
庫
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
井　

 

賢
一

　

こ
の
た
び
は
、建
設
労
働
者
緊
急
育
成
支
援

事
業「
は
じ
め
て
の
建
築
設
備
コ
ー
ス
」の
中
で
、

「
衛
生
設
備
と
水
栓
金
具
」に
つい
て
３
時
間
、時

間
を
頂
戴
し
講
義
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
便
器
の
組
み
立
て
や
、水
栓
金
具
の
分
解

組
み
立
て
の
時
間
に
な
る
と
、全
員
が
目
を
輝
か

せ
て
熱
心
に
学
習
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。手
先
が
器
用
で
要
領
が
良
い
子
は
て
き
ぱ
き

と
実
施
し
て
い
ま
し
た
し
、少
し
分
か
ら
な
い
子

も
、講
師
や
周
囲
の
仲
間
に
聞
い
て
最
後
ま
で
無

事
実
習
を
完
了
し
て
い
ま
し
た
。

　

将
来
就
職
さ
れ
て
実
際
の
現
場
に
出
て
、Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
商
品
を
取
り
付
け
て
く
れ
る
こ
と
を
想
像

す
る
と
、大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式
会
社　

神
戸
支
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

秀
行

　

6
月
7
日（
木
）9
時
半
よ
り
、日
立
ア
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
関
西
技
術
研
修
所
に
て
空
調
設
備
に

関
す
る
基
礎
知
識
の
講
習
や
、冷
媒
配
管
の
実

習
を
行
い
ま
し
た
。今
回
は
14
名
も
の
受
講
生

に
参
加
い
た
だ
き
、活
気
の
あ
る
講
習
と
な
っ
た

反
面
、火
気
を
扱
う
実
習
で
あ
っ
た
為
、心
配
な

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、研
修
所
の
講
師
と
現
役

の
ベ
テ
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、皆
が
無
事
に
最
後

ま
で
課
題
を
完
成
さ
せ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

2
級
冷
凍
空
調
施
工
技
能
士
の
試
験
課
題
で
あ

る
漏
れ
箇
所
の
確
認
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、

若
い
方
の
集
中
力
に
は
感
服
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、若
い
力
で

空
調
衛
生
業
界
を
盛
り
上
げ
て
いっ
て
も
ら
え

る
よ
う
、今
後
と
も
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

関
西
日
立
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

輝
昭

　

関
西
日
立
の
実
習
で
建
築
設
備
の
話
を
聞
い

て
、自
身
が
目
指
す
の
は
技
能
職
よ
り
技
術
職

か
も
し
れ
な
い
と
意
識
し
た
。講
義
後
の
災
害
対

策
セ
ン
タ
ー
の
見
学
で
、何
の
た
め
の
配
管
か
想

像
し
や
す
く
楽
し
め
た
。

　

ノ
ー
リ
ツ
と
T
O
T
O
の
実
習
で
は
、身
近
な

蛇
口
の
分
解
組
立
を
体
験
し
給
湯
器
の
仕
組
み

等
を
学
び
、無
駄
を
な
く
し
て
効
率
を
上
げ
る

努
力
に
感
心
し
た
。

　

ビ
ー
ン
ズ
ド
ー
ム
の
ダ
ク
ト
を
見
て
、非
箱
形
の

建
築
物
で
は
そ
の
場
に
合
わ
せ
た
設
備
を
日
々

考
え
な
い
と
い
け
な
い
仕
事
と
感
じ
た
。

大
倉　

純
一
さ
ん

　

水
道
管
の
実
習
で
は
、失
敗
し
な
が
ら
も
作

品
を
完
成
さ
せ
、不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
問
題

な
く
水
が
流
れ
て
く
れ
、混
成
で
ペ
ア
を
組
み
作

業
を
し
た
他
校
の
生
徒
と
も
仲
良
く
な
れ
た
。

　

建
設
途
中
の
高
層
住
宅
の
見
学
で
は
、上
の
階

は
中
に
何
も
な
か
っ
た
が
、階
段
を
少
し
下
り
る

と
配
管
が
あ
り
、さ
ら
に
下
に
行
く
と
立
派
な

部
屋
が
あ
り
、人
が
住
む
環
境
が
で
き
て
い
く
過

程
が
確
認
で
き
、と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。

渡
利　

龍
人
さ
ん

　今回も講師として参加させていただいた私が感じたことは、
受講生に建築設備とは何か、どういう講習内容にすればいい
のか、といろいろと考えて当日を迎えましたが、受講生の受講姿
勢が前向きで大変驚きました。
　また、労働者育成とは大変なことだと感じ、設備業界からど
のようにアピールすれば、関心を持ってこのたびの受講生のよ
うに若い人を振り向かせられるのかと考える次第でした。
　委員会メンバー、広報委員会の皆様、お疲れさまでした。

齊藤設備工業株式会社
齊藤　保晶

　ＣＡＤの講習を私と米井さんの２名で行いましたが、全くの素
人から経験者まで受講者のスキルの差が大きいので、講習内
容をどのようにすればよいか悩みました。
　受講者の皆さんがどれくらい上達したかはわかりませんが、
人生の中でＣＡＤに触れ合える良い機会になったのは間違い
ないと感じました。ただ、ＪＷというＣＡＤを普段使用していない
し、自分自身がプロではないので教えるのに大変苦労しました。
　私たちも大変良い経験をさせていただきました。ありがとうご
ざいました。

ハリマ設備工業株式会社
山中　賢作

業界で活躍できる日を
夢見て

前向きに頑張る

人が住む環境が
できる過程が
興味深い

目指すのは
技能職より
技術職かも
しれない

見て、触れて
学ぶ

集中力を
持って学ぶ

長いようで短かった
7日間の研修を終えて

熱心に学ぶ


